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LTC2983 を使用した 18 個の 2 線式 RTD の測定
デザインノート1035
Tom Domanski

はじめに
図 1に示すように、1つの LTC®2983 温度測定デ
バイスで、最大 18の 2線式RTDプローブをサポー
トできます。各RTD測定では、電流ISによって生じた、
RSENSEとRTDプローブRTDx 間の 2つの電圧を
同時に測定します。各電圧は差動的に検出されるた
め、LTC2983 の同相信号除去比が高いことを考え
ると、スタックを構成するRTDの数によって、各測
定に悪影響を与えることはありません
RTDプローブの選択は、システムの精度および感度
要件に依存します。例えば、2線式プローブを使用
するとして、ワイヤの寄生抵抗がある場合は、PT-
1000 の方が堅牢性において勝るかもしれません。
RTDを選択後、システムの動作温度範囲全体にわ
たって、抵抗スタックの一番上の電圧（CH1入力の
電圧）が LTC2983 の入力同相制限を超えないよう

に ISとRSENSEを選択します。この要件は、次式で
表現することができます。
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図 1に示すシステムについて、次の制約を想定して
みましょう。5V電源レール、すべてのRTDプロー
ブがPT-100で、最大予想温度測定値が150℃とし
ます。各PT-100プローブのチャネル割り当てワード
を表1に示します。LTC2983のデータシートの「チャ
ネル割り当てのメモリ・マップ」を参照してください。
この例では、CH3が RTD1プローブを検出、CH4
がRTD2を検出（以下同様）となることに注意してく
ださい。
L、LT、LTC、LTM、Linear Technologyおよび Linear のロゴは、
リニアテクノロジー社の登録商標です。その他すべての商標の所有権は、
それぞれの所有者に帰属します。

表 1．CH2 ～ CH20 の RTD チャネル割り当てワード
機能 ビット・フィールド 値 説明

センサの種類 31:27 01100 PT-100

検出抵抗チャネル・ポインタ 26:22 00010 CH2

センサ構成 21:18 0001 2 線式

励起電流 17:14 1000 1mA

RTD曲線 13:12 01 米国式曲線

カスタムのRTD用
データ・ポインタ

アドレス 11:6 000000 NA

長さ 5:0 000000 NA

CH2に接続されたセンス抵抗は表 2に示すように構成されています。

表 2. 検出抵抗のチャネル割り当てワード
機能 ビット・フィールド 値 説明

センサの種類 31:27 11101 検出抵抗（29）

検出抵抗の値 整数 26:10 000000 
1111101000

1kΩ

小数部 9:0 0000000000
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図 2．RTD スタックの遅延ライン・モデル

RTD スタックのセトリング時間
励起電流源が有効になると、RおよびCチェーンが
セトリングするまでに有限の時間がかかります。つま
り、セトリング時間 tSは、各抵抗（RSENSEおよび各
RTD）の数および値と、各入力ノードのコンデンサに
よって変わります。tS の上限は全RCをランピングさ
せることで推定できますが、この方法だと過度に悲観
的な結果になります。tSを求めるもう1つの方法は、
単純に図 2に示すように回路をシミュレーションする
方法です。

図 3．RTD スタックのシミュレーションされた 
セトリング時間

シミュレーションの結果を図 3に示します。ここでは、
すべてのコンデンサを100nFとし、RSENSE は 1k
としています。各線は、スタックの最後のRTDの電
圧の最終値の 0.1%以内になるまでのセトリング時間
tSを表します。各グラフについて、すべてのRTDが
同じタイプです。

LTC2983 は、デフォルトで、励起源をイネーブル
してからADC 変換を開始するまでの間に遅延時
間 tDELAY = 1msを挿入します。しかし、これは、
RTDスタックにPT-100プローブが3つ以上ある場
合は不十分です（図 3を参照）。
tDELAY は、MUX 構成レジスタ0x0FF に値を設
定することで長くすることができます。デフォルトで
は、このレジスタはクリアされています。レジスタ値
に LSBを追加するごとに、デフォルトの tDELAY に
100µsが追加されます。MUX遅延の詳細について

図 1．18 個の RTD センサを持つ LTC2983
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図 4．RTD スタックの合計変換時間

は、データシートの「補足情報」セクションを参照して
ください。例えば、0x10を0x0FF に書き込むと、
次のようになります。

	 tDELAY = 1ms+ 0x10 • 100µs = 2.6ms

設定可能な遅延の最大値は、26.5msです。これ
は、C = 100nFとしたとき、ほとんどの 6つの PT-
1000デバイスのセトリングに十分な時間です。図 3
と図 4を参照してください。
tDELAY は、各 ADCサイクルの前に挿入されます。
各RTD測定は、2つのADCサイクルで構成されま
す。そのため、RTDスタックの変換時間の合計は、
次のようになります。

	 tTOTAL = 2tDELAY + tCONV( )N

ここで、tDELAY はユーザーによって設定され、
tCONV はデータシートの「システム全体の電気的特
性」表で指定されており（デフォルトのMUX遅延を
含んで標準値 164ms）、Nは測定するRTDの数で
す。tTOTALを図 4にまとめます。
まとめ
LTC2983 には、最大 18 個の 2線式 RTDプロー
ブを接続できますが、RCシステムによるセトリング遅
延を考慮するよう注意してください。問題は、RTD
プローブの数やタイプによって悪化することがありま
す。遅延の問題は、本稿に示すモデルとシミュレーショ
ンで検証できます。 
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